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ジェネリック医薬品に変更した場合、お薬代の負担が軽くなる可能性があります。

下記のお薬をすべてジェネリック医薬品に変更した場合
おおよそ

お安くなります。

日立　花子　様

お薬についてのお知らせ

30,909 程度円

(0001136)

72,121 程度円
平成27年1月～3月にあなたが服用されたお薬のうち、ジェネリック医薬品に変更できる可能性のあるお薬は、

下記のとおりです。そのお薬を、ジェネリック医薬品に変更した場合のお薬代の一例も、併せてお知らせします。

健保負担

本人負担

（国や自治体の医療費助成制度を利用している方にもお送りしています。）

日立　花子　様

ジェネリック医薬品への変更例

あなたが服用されたお薬調
剤
月 医薬品名

処方量
医薬品名

お安く
なる額

お薬代
（自己負担）

お薬代
（自己負担）

アイピーディカプセル１００　１００ｍｇ

1

2,520円
カプ
セル

168

1,638円 882円

スプラタストトシル酸塩カプセル１００ｍｇ「サワイ」
アンカロン錠１００　１００ｍｇ

1

18,648円
錠168

8,568円 10,080円

アミオダロン塩酸塩錠１００ｍｇ「トーワ」
コロネル細粒８３．３％

1

210円
ｇ25.2

126円 84円

ポリカルボフィルＣａ細粒８３．３％「日医工」
ムコスタ錠１００ｍｇ

1

51円
錠10

30円 21円

レバミピド錠１００ｍｇ「アメル」
アラセナ－Ａ軟膏３％

1

489円
ｇ5

189円 300円

アラーゼ軟膏３％インタール吸入液１％　２ｍＬ
1

2,136円
管120

1,218円 918円

リノジェット吸入液　１％２ｍＬ
ボルタレンサポ５０ｍｇ

1

1,137円
個60

348円 789円

アデフロニックズポ５０　５０ｍｇ
モーラステープ２０ｍｇ　７ｃｍ×１０ｃｍ

2

126円
枚14

54円 72円

ケトプロフェンテープ２０ｍｇ「日医工」　７ｃｍ×１０ｃｍ
イトリゾールカプセル５０　５０ｍｇ

3

16,590円
カプ
セル

140

7,140円 9,450円

イトラートカプセル５０　５０ｍｇ
エパデールＳ９００　９００ｍｇ

3

10,692円
包297

4,455円 6,237円

イコサペント酸エチル粒状カプセル９００ｍｇ「サワイ」

ノルバスク錠５ｍｇ
3

1,008円
錠

*
56

504円 504円

アムロジピン錠５ｍｇ「タイヨー」
マーズレンＳ配合顆粒

3

450円
ｇ100

150円 300円

グリマック配合顆粒ロカルトロールカプセル０．２５　０．２５μｇ

3

1,764円
カプ
セル

168

504円 1,260円

カルシトリオールカプセル０．２５μｇ「サワイ」
イソジンガーグル液７％

3

30円
ｍＬ30

18円 12円

ポビドンヨードガーグル７％「日医工」

30,909円

＊が付されたお薬は、症状や同時に服用しているお薬によっては、ジェネリック医薬品に変更できない場合がありますので、医師・薬剤師に

ご相談下さい。

日立健康保険組合

❶ ❷

『お薬についてのお知らせ（差額通知書）』が届いたら…

医療機関や薬局で「ジェネリックに 変更可能？」と聞いてみましょう
ジェネリック医薬品に変更した場合の

『お薬についてのお知らせ（差額通知書）』をお送りしています
　日立健保では、日頃使用されている医薬品をジェネリック
医薬品に切り替えた場合に薬代がどのくらい安くなるのか試
算して、自己負担額の削減額が大きい方を対象に、試算結果
を『お薬についてのお知らせ（差額通知書）』（以下『差額通知
書』）として送付しています（見本を右に掲載）。
　これは、調剤報酬明細書のデータをもとに、対象者が実際
にお支払いになった薬代（❶）と、ジェネリック医薬品が出て
いる新薬をジェネリック医薬品に切り替えた場合の薬代（❷）
とを比較し、両方の差額から「おおよその削減額」をお知らせ
するものです。
　ジェネリック医薬品への切り替え状況を分析した結果、差
額通知書をきっかけに、多くの方が切り替えをされています。
　通知は今後もお送りしますので、ジェネリック医薬品検討
の参考としてご活用ください。
　なお、次回の差額通知書は６月頃に発送を予定しています。

『ジェネリック医薬品希望シール』を
同封しています！
　みなさまの窓口負担の節約につながる「ジェネリック医薬品の処
方意思」を薬局等に伝えることができる、「ジェネリック医薬品希望
シール」を、『差額通知書』に同封しています。ぜひご活用ください！ 

イメージ図。お薬手帳や保険証等の余白部分に貼ってご使用ください。▶

ジェネリック医薬品の節約効果
　ジェネリック医薬品に変更することでとくに高い節約効果が見込まれるのが、高血圧や糖尿病、脂質異常症など
の生活習慣病や、関節リウマチ、不整脈などの慢性疾患、ぜんそくなどのアレルギー性疾患などで長期間薬を服用
する人。1ヶ月当たりの節約額はあまり多くないと感じたとしても、長期間で考えれば節約効果は大きくなります。

※2015年12月に新登場した主なジェネリック医薬品をご紹介します。
※2016年4月の診療報酬改定後の薬価。

【一般名プレミネントの場合】

新　　　　薬　プレミネント配合錠LD[MSD] 1錠128.5円

ジェネリック　ロサルヒド配合錠LD 1錠  50.2円

差　額 78.3円

新　　　　薬　プレミネント配合錠HD[MSD] 1錠192.2円

ジェネリック　ロサルヒド配合錠HD 1錠  74.9円

差　額 117.3円

【一般名エックスフォージの場合】

新　　　　薬　エックスフォージ配合錠[ノバルティス] 1錠105.5円

ジェネリック　アムバロ配合錠 1錠  43.7円

差　額 61.8円

【一般名ユニシアの場合】

新　　　　薬　ユニシア配合錠［タケダ] 1錠125.6円

ジェネリック　カムシア配合錠 　 1錠  62.1円

差　額 　　　63.5円

【一般名カデュエットの場合】

新　　　　薬　カデュエット配合錠1番［ファイザー］ 1錠70.3円

ジェネリック　アマルエット配合錠1番 　 1錠41.3円

差　額 29.0円

【一般名ジェイゾロフトの場合】

新　　　　薬　ジェイゾロフト錠50mg［ファイザー］ 1錠161.9円

ジェネリック　セルトラリン錠50mg 1錠  73.1円

差　額 88.8円

新薬 VS ジェネリック薬価比較例

高血圧症
の薬

脂質異常症
（高脂血症）

の薬

精神刺激剤

41％減

50％減

54％減

58％減

61％減

60％減

ジェネリック医薬品に切り替えるには
　ジェネリック医薬品を利用するには、まず医師や薬剤師に相談しましょう。
　医師からもらった処方せんで、
①変更不可の欄が空白の場合や「 」や「×」の印がない場合
または
②品名ではなく一般名（その薬の有効成分名）が書かれている場合
は、ジェネリック医薬品に変更が可能です。
　最近では、ジェネリック医薬品を扱っている薬局も増えています。すでにかかりつけの薬局をもっている人は、
窓口でジェネリック医薬品を取り寄せてもらうことが可能かどうか聞いてみましょう。
【注意】すべての薬にジェネリック医薬品が存在するわけではなく、医師の判断によって処方されない場合や、

希望するジェネリック医薬品が薬局に置かれていない場合もあります。

差額通知書に

見本

「ジェネリック医薬品の在庫が豊富」
など、地域ごとのジェネリック医薬
品に積極的な薬局や医療機関は右記
で調べることができます。

●けんぽれんホームページ
「ジェネリック医薬品取扱い薬局検索」
http://www.kenporen.com/health-insurance/generic_yakkyoku/

●日本ジェネリック医薬品学会ホームページ
「かんじゃさんのくすり箱」
 http://www.generic.gr.jp/


